
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

●『探究的な学びの充実』「問い」や「ふりかえり」の充実に焦
点を当て，「こども自身が問いをもち，主体的に解決していこう
とする学び」の実現

「授業は分かりやすいですか」で肯定評価85％以上
「自ら課題解決をしている」肯定評価85％以上
「授業の終わりに授業で学んだことを振り返り自分でわ
かったこと，わからなかったことを理解している」肯定評
価80％以上

学校教育アンケート
及び学力調査質問調
査

年度末 〇 〇

●『みんなで学ぶ』必要感のある交流と対話的な学び。教科の本
質の「ふりかえり」をしていくこどもの育成
（見通しはどうだったか，何ができるようになったのか，どのよ
うに解決したのか，誰とどのような話しをしたのかなどと振り返
るこどもの育成）

①月１回「ふりかえり」の記録
②児童の「問い」や「ふりかえり」現物の共有
③「授業の中で友だちと話し合いながら勉強をしている」
「グループやペアで話し合ったり意見を出し合ったりして
課題を解決している」「課題の解決に向けて，話し合った
り交流したりすることで自分の考えをしっかりもてるよう
になった」をそれぞれ肯定評価80％以上

①研修ふりかえり
ファイル
②廊下の掲示物
③学校教育アンケー
ト及び学力調査質問
調査

年度末 〇 〇

基礎力（知識・技能）の向上，共通の課題（指導）の取組[月1
回，朝学の時間に，全校で漢字・ひらがな（計算）テストを実
施]
●タブレットを活用し，漢字・計算の基礎が定着する

・「学ぶことが楽しい」で肯定評価90％以上
・「タブレットを活用した活動をしている」で肯定評価
90％以上

学校教育アンケート 年度末 〇 〇

★『学校群を意識した取組』
授業研究の相互の参加，討議を通したカリキュラムマネジメント

①「学校群のねらいを理解し，授業の相互参観に参加し
た」「児童の発達を考え，言葉かけや授業展開を工夫し
た」肯定評価80％以上
②学校群を意識した各学年・教科の教育計画の見直し

①学校教育アンケー
ト（教職員）
②教育計画の見直し

年度末 △

①アンケート項目⑲肯定評価64.7％と⑳70.6％
学校群の全学年の取組は，次年度より開始していきたい（今年度は管
理職間で検討を重ねる）
②６年生が主に行った。カリキュラムマネジメントもteamsなどICT
を活用しながらできる体制づくりを行っていく。今年は管理職間で土
台づくりとなった。

△

『就学前教育との交流・連携』
砂遊びや学校探検，運動場での交流など定期的に実施

「年長児と交流することで思いやる気持ちがもてた」「わ
かるように伝えようとした」肯定評価85%以上

学校教育アンケート 年度末 〇

アンケートの二つの項目が肯定評価１００％
年間をとおして交流できたことは，こどもたちの心の育ちにつな
がった。３学期の学校探検時には，相手の立場になりかかわろうと
する姿は成果が表われた。

◎

●『伝わるあいさつ』
・こどもたちが自分の気持ちや考えをしっかりと伝える力の育成
・「あい」が意識できる授業展開・学校生活をする（かかわり合
い，話し合い，支え合いなど）

「自分からあいさつができる」児童・保護者・教職員アン
ケートの肯定評価平均85%以上
「困ったときに相談できる人がいる」肯定評価85%以上
「友だちとのかかわり合い」の関連質問肯定評価85%以上

学校教育アンケート 年度末 〇 〇

●『不登校・いじめの未然防止』
「わかりやすい授業」と「自分の居場所がある」の両輪（生徒指
導提要の活用）

「困ったときに相談できる人がいる」「学校に好きな場所
がある」「授業はわかりやすい」それぞれ肯定評価85%以
上

生活アンケート 年度末 〇 ◎

『体力の向上』
体育の授業の充実と全校的な体育集会等を計画的・効果的に活用
し，かけ足やなわ跳び等を行い，運動への意欲を高め，体力向上
をめざす

「運動することが好きだ」で肯定評価85％以上 学校教育アンケート 年度末 〇

「体を動かしたり運動をしたりすることが好き」肯定評価88.7％
全アンケートと比較すると低く感じるが，昨年度より3％向上して
いる。休み時間の活用と体育集会の内容により目標が定まるとそれ
に向かえるこどもたちなので，今後も体を動かすしかけづくりをし
ていきたい。

〇

『望ましい食習慣など健康的な生活習慣の形成』家庭科や中学校
の栄養教諭と連携し食育指導やふりかえりの取組

「朝ごはんを食べている」喫食率90％ 学校教育アンケート 年度末 〇

各学年が中学校の栄養教諭の食育授業をとおして，食物栄養素のこと
や「体つくりは食べることから」と学んでいった。「朝食をとること
が習慣になっている」の肯定評価が９０％以上であった。家庭の協力
の影響が大きい。

〇

●「新しいことに挑戦する力」「困難に立ち向かおうとする力」
「失敗から学び，再び挑戦する力」の育成

「先生や友だちからの「励まし」で困難なことにも挑戦で
きた」「この１年間で，同じ失敗を繰り返さなくなった」
「もう一度挑戦しよう！と思える強い心が育った」肯定評
価85％以上

学校教育アンケート 年度末 〇

学校アンケート⑳㉑㉒の「困難なことへの挑戦」「再度挑戦」「同
じ失敗」は，肯定評価がいずれも93％以上である。特に６年生は
ここに課題があったが，再度挑戦や同じ失敗を繰り返さないなどは
「あてはまらない」が０％になるなど，仲間関係や励ましなどの成
果が表われたと考えられる。

〇

「みいけだより」「ホームページ」「昇降口のテレビ放映」を活
用した教育内容の積極的な情報発信

教育内容を共有するためのタイムリーな発信 学校教育アンケート 年度末 〇

アンケート情報発信の項目の肯定評価98.5％
教育内容を発信する手段としてみいけだよりやホームページを活用
しているので，見ていただき感想をくださることがありがたい。 ◎

１年間の地域と連携した教育活動をまとめ年度末に地域の方々と
共に成果と課題を共有する

連携した教育活動をまとめ地域の方へ報告
こどものまとめ
（PP)

年度末 〇

地域を知り親しみをもち，恩返しを考えられるよう６年間に各学年が
地域の方々と交流し学びを得ている。
３・４年生は学習参観日にご招待し，５年生はお米の収穫後ご招待し
てお礼の会を行った。学習参観で各グループ発表を行った。

◎

・行事をとおして挑戦することや失敗を乗り越
えようとする姿が５・６年生に顕著にみられた
（体育大会，臨海学習，連合運動会や連合音楽
会）

・１年生は２園と定期的な交流を実施１学期（泥
遊びと交流遊び）　２学期（秋見つけとそれをつ
かった遊び交流）　３学期（学校探検）
・２年生はこども園をおもちゃまつりに招待

・校内研究授業や全体協議会・指導助言，夏季
研修等で教員が学びを深め共有している
「問い」を中心にした授業づくりの中で，「考
えたくなる問い」をどう生み出すかや，教師の
関わり方について研修中

①授業や授業づくりの中で考えたことを毎月
「ふりかえり」に記録し，互いの実践や考えを
共有している。職員会議の中で他クラスの実践
を確認する時間を確保する
②児童の「問い」や「ふりかえり」のノートや
実践を職員間で共有したり，廊下に掲示したり
している
③学力調査質問調査の結果は現在分析中

・２学期より月１回，全校で「みいチャレ」（小テ
スト）を実施しやり直しまで行う。漢字・計算等の
基礎学力と意欲向上をねらっている
・週１回金曜日の朝学の時間にタブレットを活用し
た教科の復習・漢字・計算を行う

・見守り隊の方から，すすんであいさつできる
こどもが増えたという声があった
・今年度，こどもがより安全に安心できる教育
環境を整えるため，生徒指導連絡会を開催して
いる。こどもの些細な言動の変化から，その心
理状態に気付けるよう教職員の感性を高めるこ
とや，教育相談体制を整備し，こどもと教職員
の“確かな安心”のために努めている

積極的に教育活動を「みいけだより」「ホーム
ページ」「昇降口のテレビ放映」で情報発信し
ている

地域の力をお借りした教育活動を各学年行って
いる
３・４・５年生はパワーポイントを作成し３学
期の参観時にご招待する予定

 令和7年度　重点目標

〇登校不安・いじめ等の未然防止（発達支持的生徒指導）「生徒指導提要」  　安全で安心感がもてる環境（人権教育が基礎）　〇「問い」を発するこども”の育成
〇心と体のたくましさを併せもつこどもの育成「挑む力と立ち直る力」　　　〇教員の資質能力の向上に資する研修の充実
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安全で安心感のもて
る環境学校づくり

堺市立御池台小学校

地域協働教育の推進
「地域とともにこど
もをはぐくむ御池台
小学校」

豊かな心・健やかな体の現状
・「進んであいさつをする」が本校の課題である。その時の喜怒哀楽の感情の表現もあいさつで表現してもよく，コミュニケーションの第一歩としての認識をこどもたちにもたせていく。
・新しいことや与えられたことは，やってみようとする気持ちのあるこどもたちであるが，そこで失敗するとあきらめてしまったり，特に顕著にみられるのが，人間関係でつまずくと自分
での解決が難しくなり登校渋りがみられることが多い傾向にある。挑む力はそのまま継続しながら，再挑戦する強い力をはぐくみたい。
・「体を動かしたり運動をすることが好き」「外で遊んだりかけ足なわとびなど体力づくりをがんばっている」の学校アンケート項目で課題となっている。特に今年度の６年生は室内で過
ごしたり，体のかたさやケガの多さもみられる。最高学年として学校をリードする責任感とともに運動，意欲なども育成していきたい。

・１１月から月に１度，体育集会でかけあしと
大繩を全校で行う予定

・中学校の栄養教諭と連携し，食育指導を行っ
ている
・1学期の「朝食アンケート」では，９０％以
上の児童が朝食を食べている

校長　井上　知子

中学校区におけるめざす子ども像

　　　人と人との交わり、つながりの中で、【人間性豊かな心】【たくましく生きる力】をもつ子ども　～明るく元気・自ら学ぶ・仲良く助け合う～

確かな学びの現状
・基礎的な教科学力について成果が見えている。「わからないことがあれば先生に聞く」児童も増え（質問調査より）課題解決へ意識が向いている。授
業への取組も少しずつであるが，受動的から主体的へ変わりつつあり，今は変換期になっている。
・読解力が課題となっている。「自分の考えが伝わるように表現する」「理由を言葉や数字を用いて説明する」など国語算数ともに，思考力や判断力・
表現力に課題がみられている。また質問調査や学校アンケートからも図書離れが顕著であり，さらに「人の話をしっかり聞く」項目も年々値が下がって
いる。聞いたり読んだりするインプットと概要をまとめてアウトプットする表現の両方が必要である。

連続したこどもの１
０年間（１・６・
３）の発達に即した
教育課程の編成

学校関係者評価

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

「授業は分かりやすいですか」で肯定評価が96%，「自ら課題解
決をしている」で肯定評価88％，「授業の終わりに授業で学んだ
ことを振り返り自分でわかったこと，わからなかったことを理解し
ている」で肯定評価91%以上となり，目標を達成した。
各教科において，こども自身が「問い」を立てる時間を確保したこ
とで，解決に向けた見通しをもち，主体的に取り組む姿が見られ
た。
①「ふりかえり」の記録をデータ入力し職員会議等で共有した。②
廊下の掲示と教員間で共有した。
③「授業の中で友だちと話し合いながら勉強をしている」で肯定評
価が89％，「グループやペアで話し合ったり意見を出し合ったり
して課題を解決している」で肯定評価が92%，「課題の解決に向
けて，話し合ったり交流したりすることで自分の考えをしっかりも
てるようになった」で肯定評価が88％となり，目標を達成した。
「学ぶことが楽しい」で肯定評価92％，「タブレットを活用した
活動をしている」で肯定評価91％となり，目標を達成した。
◎「問い」「ふりかえり」について，こどもたちに定着しつつあ
る。

①小中が互いに研究授業を参観
②試行的に中学校の社会科教員が６年生の社会
を乗り入れ授業を実施（９月４時間）児童・担
当教員・小の担任にとって効果あり　１０月よ
り６年生の総合の学習で中学生との交流を立案
中

校長より(年度末)
・地域のみなさま方のご協力で，今年度も教育活動を充実させることができました。そのかかわりで学んだことや感謝の気持ちは，らせん状で学年があがっていっても積み重なっており，卒業する頃には自
分たちが地域になにができるのか考えられるように育ってきています。地域に親しみをもち地域に感謝・貢献できる気持ちが中学校へと引き継がれていけるよう，今後も学校群での取り組みを強化してまい
ります。
・本校の課題となっている「あいさつ」「読書」については，学校だけではなく家庭，地域との連携が必要となります。一体となって取り組めるよう次年度計画していきます。
・今回の学校アンケート，学力調査，研修のまとめから課題として浮かび上がった「言語力の向上」を，研究テーマに入れ実践してまいります。
・幼こ園との交流と１年生へのギャップの解消については，必要性を考えながら教職員が取り組めるように行っていきます。
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具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

具体目標

心
身
の
調
和
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保
つ

挑む力と立ち直る力
の育成

学校関係者評価者から（年度末）
・「校長先生のアンケート結果よりみえてきたもの」の（今後）に書いてくださっていることをどんな形で進めてくださるのか期待しています。
・地域と一緒にできることがあれば連絡してください。
・高学年になると授業の楽しさや学びに関する値が低くなっているので，教員の異動にかかわらず継続できるように取り組んでください。
・課題となっている「読書習慣の充実」の取組を期待しています。

地
域
協
働

進捗確認
（～１１月）

中
項
目

・防災教育や認知症への勉強などで地域の活動を児童のみなさんに知っ
ていただける機会があることをうれしく思っています。
・御池台小学校は毎年発信力が強いです。
・３年生からパワーポイントを使い始めており，それだけでも評価がで
きます。

・運動好きが６年生になると急に減っています。
・児童や保護者は「朝ごはんを食べている」と回答しているが，教職員
では「ややあてはまる」が３５３％であり，少し乖離しています。

・児童用アンケートから「授業はわかりやすい」の項目で４・５年生が
「授業がわからない」と回答している児童がいます。勉強が難しくなる
ので個別対応の結果はどうなのか，対応後の児童はどうだったのか。こ
どもたちの学力向上にむけて，チームでの取り組みを引き続きよろしく
お願いします。
・読書習慣をつけることで語彙力の向上，言語力の指導を期待していま
す。家庭でも取り組む方法を考えていってください。
・③について４～６年生では「ややあてはまる」の率が高めになる。一
旦頭に入ってかみくだかないと「振り返り」はできないので，自分を客
観的にみるためにも重要です。
・タブレットについては５～６年生になってくると「ややあてはまる」
の率が高くなっています。

・「校長先生のアンケート結果よりみえてきたもの」で，（今後）の取
り組みについて，践を期待しています。
・学校群の取組については，今後に期待したいです。

・幼こ園との交流については，互いに交流ができ，いい経験になったこ
とが伺われます。

・「自分からあいさつができる」の項目について，家庭・学校・地域で
の児童への見方が違うということがアンケート結果よりよくわかりまし
た。２年前に，この意識の違いをこどもたちに聞き原因がわかったとい
う話がありました。どの生活の場面でも，誰に対してもあいさつができ
るこどもたちになってほしいと思っています。
・児童は，自分からあいさつしていると思っているが，教職員から見る
とやや弱くなっています。
・アンケートで「困った時に相談できる人がいる」「学校に好きな場所
がある」「学校は安心できて楽しい」の項目で高評価が並んでいます。
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学ぶことを楽しみ，
自ら学ぶこどもの育
成

授
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善

達成状況(年度末)
評価時期
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評価方法
判断基準

（評価のものさし）
（〇目標達成　△あと一歩　×行わなかった　または成果なし） 自己評価

「自分からあいさつができる」児童・保護者・教職員アンケートの肯
定評価平均85%以上に対し　　　　　　　⇒平均は84％△であっ
た。　　　　　　　　　　（児童91.９％◎保護者83.7％△教職員
76.5％△）
「困ったときに相談できる人がいる」肯定評価85%以上に対し⇒児
童91.9％◎であった。
「友だちとのかかわり合い」の関連質問肯定評価85%以上に対し ⇒
児童（関連2項目より）91％◎
「学校に好きな場所がある」肯定評価85%以上に対し⇒児童96.4％
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度，生徒指導委員会
では，こどもの“安心”をいちばんに取り組んできた。
学校アンケート「学校は安心できて楽しい」に対し⇒児童98.2%で
あった。
◎学校が安心した居場所となりこどもたちの成長の土台になってきて
いる。


